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その場合は、上写真のランプ取り付け板をプラスドライバーにて
緩め、赤ランプの位置（前後方向）を調整して、紙押さえと刃物
のスキマから、カッティングラインが通る様に調整してください。

赤ランプはフィラメントの位置が重要になり、赤いライン
が裁断位置に届かない場合がございます。
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紙押さえハンドルを取り付けて下さい。

※通常、電動断裁機は、キースイッチをＯＮの状態にて赤ランプが点灯の状態になります。使用後は、必ず電源ス
イッチをお切りください。
（切り忘れ時には、赤ランプが点灯したままになっておりまりますので、100V電球とは違い、長時間のつけっぱ
なしの際にはかなりの高温になります。） 

カバーを取り付け、カバー取り付けボトルを左右２本締め
ます。


